
『大三島みちしるべ（仮）』まっぷ 
  ～ほんとに伝えたいこと～ 

第二回  
   ワークショップレター 

会田 大也 
（山口情報芸術センター 
      教育普及主任) 
情報環境教育、美術鑑賞教育
の両面から、展覧会にまつわ
る解説ツアー、体験学習、市
民参加プログラムの企画運営
を担当する。また、今治市商
店街、北九州市、岡山市牛窓
町、など地方都市の街づくり
プロジェクトにも参画。2003
年より現職。山口県立大学非
常勤講師。 

コーディ 
 ネーター  

出た内容以外のを考
え、文章を考えまし
た。 

第二回ワークショップ 
日時：平成２３年１２月２０日 
会場：上浦支所 ２Ｆ 
参加者：２３名 

当日のプログラム 
○開会 

○前回の振り返り 

○今日きた人と打ち解けよう 

○再度魅力を考えよう  

○説明文を考えよう 

○発表、まとめ 

○今後の進め方 

○閉会 

開会あいさつ 
 上浦地域活性化推進協議会 
小野 功会長より「まだまだ上
浦にはいい所がたくさんありま
す。皆さんもそういう考えで、
町外にＰＲしていきましょう。
そして上浦をいい町住みやすい
町にしていきましょう。」と挨
拶がありました。その後事務局
から前回の振り返りがあり、当
日の進め方の説明がありました。 

ふりかえり 
まっぷづくりのコーディネート
をお願いしている会田大也さん
から考え方の説明があり「今ま
では大人数の旅行客が多かった
が、変化してきている。これか
らは『街に住む人がどれだけ街
を愛しているか』ということが
新しい観光のポイントとなって
くる。《ニューツーリズム》の
時代。」と説明がありました。 

上浦のいいとこ探し 

前回に続き、上浦のいい所を話
し合いました。二回目とあり、
昔話や残したい物といった、上
浦に対する“愛”を感じる項目
があがりました。普通の観光
マップに掲載される情報だけで
はなく、上がってきた項目から
は、『私たちはこれだけ上浦を
愛しているんだ』という意志を
感じるものが出てきました。 

ポイントにつける文章を考える 
 

以下の文章は、瀬戸市牛窓西小学校で会田さ
んが担当した授業で作られたものです。何気
ない写真でも文章との組み合わせで、地域へ
の親しみを感じさせるものに変化する例とし
て紹介しました。 
おじいちゃんの冬瓜 

これはぼくのおじいちゃんが育てた冬瓜の写真で
す。おじいちゃんは、食べてくれる人がおいしいと
よろこんでくれるような冬瓜を作りたいという気持
ちで育てているそうです。   冬瓜は牛窓を代表す
る野菜だし、僕にとっても大切な野菜です。 
 

各グループからの発表と講評 
最後に各グループから発表し、
参加者全員で共有しました。講
評では、会田さんから「時代の
流れとして、小さなモノや事柄
でも大切に観光資源へと転換で
きる機運がある。例えば自転車
の速度や移動範囲に合わせたツ
アーも、大三島においては、と
ても有効なのではないか？」と
お話がありました。 



・島の四季 

 春 桜 島々がうすいピンク色 

    になり霞がかって見える 

 夏 みかんの香りに包まれる 

 秋 祭り 毎日夕方になると 

    おはやしがきける 

 冬 星 （空気がきれい） 
・井上商店  

  子どもの頃お菓子（駄菓子）を 

  買ったり、学校に行く時の待ち 

  合わせ場所 

・多々羅キャンプ場  

  お花みたいな松ぼっくり。 

  とっても可愛い。 

・七曜工房  

  いろんなハーブと木工品が 

  いっぱい。 

・湯待（いまち）の小みかん 

  小さいみかんだけど心も体も 

  あたたかくなります 

・瀬戸内のモンサンミッシェル 
・放課後の遊び場 
・潮干狩り  
   きれいなハマグリ 手長ダコ 
   大貝（ミル貝） 
・潮が引いた時に渡って、お弁当を 
  食べ満ちてきてから船で帰った。 
・甘崎荒神社  
  社 彫刻がすごいよ 
  鶴姫伝説に似た言い伝え有り。 
  神木にしてください。楠とウバメガ 
  シが仲良く合体。でも大きくなり 
  すぎ切り刻まれています。 
  助けてくれる人はいませんか 
・甘崎明光寺 
  神社の狛犬 
  １６羅漢 ほりがとてもいい。 
  広島の石工さんがつくられたそう 
・甘崎水場  
  「おしわけ」という地名がある。 
  船着き場？さむらい長屋という屋 
  号がある。 
 

上浦町の魅力 

歴史・文化 
・城山の岩風呂  

  田植え後農民の憩いの場所 

・高地集落  

 海抜６０ｍ以上の集落は珍しい 

・宝珠寺の山頭火句碑 

・池田邸  

 レンガ＋木造（大正ロマン風） 
・観音堂 遍路接待 

・多々羅古墳  

 石棺の横から鉄器も出土した 

・萩の岡貝塚（弥生時代）  

 矢じり・動物の骨が出た 

・藤井此蔵一生記（日本開国碑） 
 

 

 

  

 

 

  

風景・景色 

風土・言い伝え 

・春の山あそび  
  子どもの頃きれいな着物を着て 
  お弁当をもって子どもたちだけで 
  山に遊にいったそう。尐し大きい 
  男の子は小屋を建て２・３日寝泊 
  りした 
・横殿神殿  
  古代は？島の玄関口だった。 
・お経名さん  
  小石にお経をかき、農作物を病 
  害からまもるための祈願 
・虫追い祈願  

  田植えが終わった後の行事 

・エンコ伝説 海のカッパ 

・警門鼻物語（伝説） タコ取り物語 

・瀬戸のまつり  

  瀬戸田から鯛を奉納していた。 

・島のまつり  

  各地区ごとに、おはやし、獅子の 

  舞かた、獅子止など違う。 

  個性があって、それぞれの地区 

  ごとに代々大切に伝えている。 

  小さい頃は化粧がいやだったが 

  今ならいいかも。学年によって役 

  割が違っていた。 

・大原お旅所  

  海・しまなみのみはらしがとても 

  いい！多々羅大橋もよくみえま 

  す。とても気持ちのいい景色が 

  みえる所で、獅子舞が奉納され 

  ます。 

・弓張り・刀崎  

  弓を作っていた所・刀の保存場 

  所。歴史を感じる瀬戸の地名 

・石樋のホコラ 

・花の御礼 

サイクリング 
・盛の海岸 

  サイクリングに快適。特に夕陽 

  がきれい 

・大三島橋の展望台  

  坂道がすごい。あなたは自転車 

  で登れるか 

・古戸～行田線  

  林道 立派な舗装道 マウンテ 

  ンバイクに最適 

・観光コースを  

  井口～盛～肥海～大見～大山 

  袛神社にする 

甘崎城 

第３回『大三島みちしるべ（仮）』まっぷ作成ワークショップのお知らせ 
１．日  時  平成２４年１月２４日（火） １９：００～２１：００ 
２．場  所  上浦支所 ２F         
３．目  的  どの情報を掲載するのかを決める 
        まっぷの基本形を考える 
 

４．内  容  ・開会  
        ・前回内容共有 
        ・どの情報を掲載するのかを決める 
        ・まっぷの基本形を考える 
        ・閉会 

問合せ先  今治市上浦支所総務課   
   Tel ０８９７ – ８７ – ３０００ 

自由な参加となっています 
       どんどんご参加ください。 

ニューツーリズム 
ニューツーリズムとは、従来の旅行とは異なり旅行先での人や自然との触れ合いが重要視された新しい
タイプの旅行である。よって旅行会社が主導ではなく、地域の立場から特性を活かすことが一番であるた
め、地域活性化につながる新しい旅行の仕組みである。内容としては、産業観光・エコツーリズム・グリー
ンツーリズム・ヘルスツーリズム・ロングステイ・文化観光などが含まれる。 


